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6・7面　タウンガイド
催し・講座・子育て・募集・お知ら
せなど、暮らしに役立つ便利な情報
が満載。

２面　人口ビジョン・総合戦略を立案
市では、人口減少に歯止めをかけ活
力あるまちの礎を築くため、人口ビ
ジョンと総合戦略を立案しました。

３面　市民満足度・意識調査の結果まとまる
市民の皆さんの声をまちづくりに反
映するために実施している、二つの
調査の結果を紹介します。

４・５面　学ぶ幸せ、知る喜び
自主夜間中学「あつぎえんぴつの会」
と、３課程で学びを支える厚木清南
高校に通う生徒を紹介します。

357組714人がリレーでギネス世界記録®を達成

おんぶで100㍍リレー

たすきをつないで全参加者が完走

60㌔・6㌔リレーマラソン

322人が力を合わせて大合奏

ブラス・ジャンボリー®
in厚木

60イニングの熱戦を展開

マラソン野球・
ソフトボール大会

小鮎中の生徒らが記録を達成

ブレイブボードで

ギネス世界記録®に挑戦
あつぎ市民ふれあい都市宣言

2月１日は
市制記念日

みんなで祝った　　周年

　厚木市は、先人のたゆまぬ努力により、自然と調和す
る都市として発展してきました。そして今、少子高齢化
の進展や価値観の多様化により、人と人との関係が変化
し、市民相互の絆

きずな

がより大切になっています。
　私たち一人一人が地域に関心を持ち、日頃から助け合
い、市民協働により、身近な課題に取り組むことで、笑
顔で暮らせる安心・安全なまちをつくることができます。
　家庭や地域で思いやりの心を育み、ふるさと厚木を世
代を超えて愛し、誇れるまちとするため、ここに「市民
ふれあい都市」を宣言します。
◆ふれあいの家庭づくり
　家族との絆を深め、人を思いや
る豊かな心を育み、ぬくもりのあ
る「心ふれあう家庭」をつくりま
しょう。
◆ふれあいの地域づくり　
　地域に暮らし、働き、学ぶ中で、地域活動の輪を広げ、
みんなで支え合う「心ふれあう地域」をつくりましょう。
◆ふれあいのまちづくり
　人とのつながりの輪を広げ、希望に満ちた、未来に輝
く「心ふれあうまち厚木」をつくりましょう。

　

昨
年
の
２
月
１
日
に
60
回
目
の
誕
生
日

を
迎
え
た
厚
木
市
。
こ
の
大
き
な
節
目
を

盛
大
に
お
祝
い
し
よ
う
と
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
頂
い
た
ア
イ
デ
ア
を
基
に
さ
ま
ざ

ま
な
記
念
事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

市
制
記
念
日
の
前
後
１
年
間
で
実
施
し
た

特
別
イ
ベ
ン
ト
は
12
。
参
加
者
は
１
万
２

千
人
に
上
り
、
会
場
に
は
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
た
く
さ
ん
の
笑
顔
が
花
開
い
て
い

ま
し
た
。
記
念
事
業
実
行
委
員
会
の
小
瀬

村
泰
久
委
員
長
（
72
・
温
水
）
は
「
参
加

者
同
士
が
触
れ
合
い
な
が
ら
、
市
民
協
働

で
実
施
で
き
た
こ
と
を
誇
り
に
思
う
」
と

振
り
返
り
ま
す
。

　

誰
も
が
厚
木
を
愛
し
誇
れ
る
ま
ち
と
す

る
た
め
、
市
で
は
「
あ
つ
ぎ
市
民
ふ
れ
あ

い
都
市
」
を
昨
年
の
市
制
記
念
日
に
宣
言

し
ま
し
た
。
記
念
事
業
を
通
じ
て
深
め
た

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
宝
に
、
希
望
に

満
ち
た
未
来
に
向
か
っ
て
歩
ん
で
い
き
ま

し
ょ
う
。

問
企
画
政
策
課
☎
225
‒
２
４
５
０

厚木市は市制
施行61年を迎
えたBoo〜

昨年の記念式典で宣言
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基本目標１　若い世代の結婚・出産・子育てへの希
望と未来を担う子どもたちの夢をかなえる 
《具体的な施策》　
出会いや交流の場の創出、妊娠・出産への支援の充
実、魅力ある教育プログラムの推進など
基本目標２　住みたい、働きたい、訪れたいと思え
る魅力あるまちを創出し、全国に発信することによ
り新たな人の流れをつくる　
《具体的な施策》　
中心市街地の都市機能の充実と商業の活性化、厚木
の魅力の発信力強化、定住促進への支援の充実など
基本目標３　市民が生きがいを感じ、健康で安心し
て暮らせるまちづくりを推進する
《具体的な施策》　
健康の保持増進、災害対応力・消防力の強化、市民
生活の安心・安全の向上など
基本目標４　人口減少による将来への影響を見据え
た自主・自立のまちづくりを推進する
《具体的な施策》　
市民協働のさらなる推進、公共施設の適正配置の推
進、都市間連携の推進など
基本目標５　働く場をつくることにより、定住者を
増やし経済活動を盛んにする
《具体的な施策》　
新たな産業拠点の創出、企業誘致の推進、企業活動
の活性化へ向けた支援の充実など
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72
年
の
人
口
を
19
万
7
千
人
に

　

近
年
の
自
然
増
減
（
出
産
・
死
亡
）
や
社

会
増
減
（
転
入
・
転
出
）
か
ら
推
計
す
る
と
、

人
口
は
72
年
に
15
万
7
千
人
に
減
少
す
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
急
速
な
少
子
高

齢
化
・
人
口
減
少
に
対
応
す
る
た
め
、
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
案
で
は
、
合
計
特
殊
出
生
率
の
上

昇
と
20
歳
代
の
定
住
促
進
・
転
出
抑
制
に
取

り
組
む
こ
と
で
、
72
年
に
19
万
７
千
人
を
維

持
す
る
目
標
を
掲
げ
ま
し
た（
左
上
欄
参
照
）。

数
値
目
標
を
設
け
施
策
を
展
開

　

総
合
戦
略
で
は
達
成
指
標
と
し
て
、
合
計

特
殊
出
生
率
の
上
昇
、
定
住
促
進
、
雇
用
の

創
出
を
設
定
。
そ
れ
ぞ
れ
に
５
年
の
計
画
期

間
が
終
わ
る
31
年
度
時
点
で
の
数
値
目
標
を

設
け
ま
し
た
（
左
欄
参
照
）。

　

達
成
指
標
の
実
現
に
向
け
、
五
つ
の
基
本

目
標
や
具
体
的
な
施
策
を
定
め
ま
し
た
。
特

に
、
転
出
数
が
最
も
多
い
20
歳
代
の
定
住
促

進
と
転
出
抑
制
を
重
点
項
目
に
位
置
付
け
て

い
ま
す
。

活
力
あ
る
ま
ち
の
礎
を
築
く

　

策
定
に
当
た
り
、
公
募
の
市
民
や
有
識
者

な
ど
17
人
で
組
織
す
る
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
会
議
」
か
ら
提
言
を
受

け
ま
し
た
。
委
員
長
を
務
め
た
松
蔭
大
学
教

授
の
安
達
和
年
さ
ん
（
58
）
は
「
少
子
高
齢

化
の
進
展
は
厳
し
い
財
政
状
況
を
招
き
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
る
。

多
く
の
市
民
の
声
を
参
考
に
、
実
効
性
の
あ

る
施
策
を
展
開
し
て
ほ
し
い
」と
要
望
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
伺
い

な
が
ら
、
３
月
末
ま
で
に
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と

総
合
戦
略
を
策
定
。
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ

た
取
り
組
み
で
、
将
来
に
わ
た
っ
て
活
力
あ

る
ま
ち
の
礎
を
築
い
て
い
き
ま
す
。

問
企
画
政
策
課
☎
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‒
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急
速
な
少
子
高
齢
化
が
進
む
日
本
は
、
平

成
20
年
か
ら
人
口
減
少
時
代
に
突
入
し
て
い

ま
す
。
こ
の
課
題
に
国
を
挙
げ
て
取
り
組
む

こ
と
を
定
め
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
法
」
に
基
づ
き
、
市
で
は
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

と
総
合
戦
略
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

人
口
の
現
状
を
分
析

　

現
在
の
市
の
人
口
は
約
22
万
5
千
人
。
微

増
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
増
加
率
は
縮
小
し

て
い
ま
す
。
特
に
65
歳
以
上
の
老
年
人
口
の

増
加
が
目
立
ち
、
人
口
の
２
割
を
超
え
て
い

ま
す
（
左
表
参
照
）。
合
計
特
殊
出
生
率
（
一

人
の
女
性
が
生
涯
で
生
む
子
ど
も
の
平
均

値
）
は
、
25
年
で
１
・
２
８
。
直
近
10
年
で

は
最
も
高
い
も
の
の
、
全
国
（
１
・
４
３
）

よ
り
低
く
県
と
同
率
で
す
。
転
入
・
転
出
数

で
は
、
20
歳
代
の
転
出
が
最
も
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
理
由
と
し
て
は
、
就
職
や
仕
事
の

都
合
、
結
婚
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　市では、平成72年までの人口展望を示した「人口ビジョン」案と、目
標人口の実現に向けた施策を定める「まち・ひと・しごと創生総合戦略
（以下、総合戦略）」案を作成しました。市民の皆さんの意見を伺いな
がら策定を進め、地域の実情に合わせた取り組みを展開していきます。

人
口
対
策

ト
ピ
ッ
ク

将来の人口減少に歯止めをかけるために

人口ビジョン・総合戦略を立案

　

先
見
…
将
来
を
あ
ら
か
じ
め
見
抜
く
こ
と
。

　

私
が
、
平
成
28
年
の
市
政
運
営
テ
ー
マ
と

し
て
選
ん
だ
言
葉
で
す
。
毎
年
、
み
ん
な
で

思
い
を
共
有
し
、
１
年
間
の
仕
事
を
ぶ
れ
る

こ
と
な
く
進
め
る
た
め
に
決
め
て
い
ま
す
。

　
「
創
造
」
か
ら
始
ま
り
、「
真
価
」「
一
意

専
心
」「
原
点
」「
総
力
」「
情
熱
」「
光
輝
」

と
続
け
、
一
つ
一
つ
の
言
葉
を
線
と
し
て
つ

な
げ
て
い
く
市
政
運
営
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

厚
木
市
は
１
年
前
、
市
制
60
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
先
人
の
方
々
が
汗
水
流
し
て
築
き

上
げ
た
こ
の
ま
ち
を
、
も
っ
と
大
き
く
元
気

に
し
た
い
。
少
子
高
齢
・
人
口
減
少
社
会
を

迎
え
た
現
代
、
こ
の
思
い
を
実
現
さ
せ
る
た

め
に
は
「
右
肩
上
が
り
」
の
考
え
は
も
は
や

通
用
し
ま
せ
ん
。
目
先
の
こ
と
に
惑
わ
さ
れ

ず
、
将
来
を
見
据
え
た
中
で
本
質
を
見
極
め

て
い
く
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
は
今
後
、
四
つ
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
が
新
設
さ
れ
、
中
心
市
街
地
の
再
開
発
や

整
備
も
進
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
こ
の
ま

ち
は
、
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。

大
好
き
な
ふ
る
さ
と
を
、
ど
こ
に
も
負
け
な
い

誇
る
べ
き
ま
ち
と
し
て
い
く
た
め
、
市
民
の
皆

さ
ん
と
共
に
先
見
の
明
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

に
ま
い
進
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

元
気

平成28年のテーマは「先見」

■パブリックコメント（意見募集）
　《閲覧場所》企画政策課や公民館、市ホー
ムページなど《応募方法》2月12日までに「わ
たしの提案」箱に投函するか、直接または郵
送、ファクス、Ｅメールで〒243-8511企画政
策課薨225-3732・e-mail=1100@
city.atsugi.kanagawa.jpへ。
■説明会
　2月6日（土）、10時～11時。
市役所本庁舎4階大会議室。無料。
申当日直接会場へ。

【人口ビジョン】
目標人口　19万７千人（平成72年）
■合計特殊出生率

段階的に上昇させ、57年以降は人口が増加も
減少もしない均衡した水準となる2.07を目指
す。

■20歳代の定住促進・転出抑制
最も多い20歳代の転出を抑制し、42年以降は
転出超過ゼロを目指す。

【総合戦略】
目標値 　　【現状値】　【31年度の目標値】　
■合計特殊出生率　　 1.28　 ⇒　     1.42
■定住促進
　（20歳代の社会増減数）－187人 ⇒      －90人
■雇用の創出
　事業所数　   1万610事業所 ⇒  1万1100事業所
　就業者数　   15万2191人    ⇒  15万9800人

基本目標・具体的な施策

①合計特殊出生率の上昇②20歳
代の定住促進・転出抑制により
人口減少を抑制する

皆さんの意見を募集します
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市
民
満
足
度
調
査

　

市
民
満
足
度
調
査
は
、市
の
総
合
計
画「
あ

つ
ぎ
元
気
プ
ラ
ン
」
の
達
成
度
を
評
価
す
る

た
め
、
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。
調
査
内
容

に
は
、
市
が
取
り
組
む
施
策
や
事
業
に
関
す

る
７
分
野
37
項
目
を
設
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

満
足
度
と
重
要
度
を
調
査
。
市
の
取
り
組
み

全
体
の
満
足
度
を
表
す
「
総
合
満
足
度
」
に

つ
い
て
も
調
べ
ま
し
た
。

　

調
査
は
、
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
方
３

５
０
０
人
を
対
象
に
実
施
し
、
１
３
８
８
人

の
方
か
ら
回
答
を
頂
き
ま
し
た
。

総
合
満
足
度
は
７
割
が
高
評
価

　

総
合
満
足
度
で
は｢

満
足｣

｢

や
や
満
足｣

の
合
計
が
71
・
６
％
で
し
た
。
特
に
20
代
、

30
代
の
若
者
世
代
、
中
学
生
以
下
の
子
ど
も

が
い
る
世
帯
の
満
足
度
が
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。「
子
育
て
・
教
育
環
境
日
本
一
」
を
目

指
し
、
若
者
や
子
育
て
世
帯
に
寄
り
添
っ
て

展
開
す
る
施
策
が
評
価
さ
れ
た
結
果
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

項
目
別
で
は
、
半
数
以
上
の
23
項
目
で
前

年
よ
り
「
満
足
」「
や
や
満
足
」
と
回
答
し

● 子育て環境の充実
● 高齢者の生活環境づくり
● 中心市街地の活性化
● 快適な生活環境の整備
● 交通環境の整備

た
方
が
増
加
。
満
足
度
・
重
要
度
と
も
に
前

年
よ
り
最
も
増
加
し
た
の
は
「
地
域
経
済
の

活
性
化
」
で
し
た
。

優
先
す
べ
き
施
策
を
検
証

　

調
査
の
結
果
か
ら
、
今
後
優
先
的
に
取
り

組
む
べ
き
施
策
を
検
証
し
ま
し
た
。
重
要
度

が
高
く
、
満
足
度
を
さ
ら
に
高
め
る
必
要
が

あ
る
「
子
育
て
環
境
の
充
実
」「
高
齢
者
の

生
活
環
境
づ
く
り
」
な
ど
の
５
項
目
（
表
１

参
照
）
は
、
今
後
重
点
的
に
取
り
組
み
、
皆

さ
ん
の
満
足
度
向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

分
析
・
検
証
し
た
結
果
は
、
将
来
の
ま
ち

づ
く
り
や
あ
つ
ぎ
元
気
プ
ラ
ン
の
推
進
に
活

用
し
ま
す
。
今
後
も
誰
も
が
笑
顔
で
暮
ら
せ

る
ま
ち
を
目
指
し
、
皆
さ
ん
の
声
を
聴
き
な
が

ら
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

問
企
画
政
策
課
☎
２２５‒

２
４
５
５

市
民
意
識
調
査

　

市
民
意
識
調
査
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
そ
う
と
、
２
年
に

１
回
実
施
し
て
い
ま
す
。
安
心
・
安
全
、
教

育
、
防
災
な
ど
、
生
活
に
関
わ
り
の
深
い
65

項
目
を
調
査
。
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
方

２
９
１
６
人
か
ら
回
答
を
頂
き
ま
し
た
。

駅
周
辺
の
治
安
が
向
上

　

今
回
、
大
幅
に
向
上
し
た
の
が
、
本
厚
木

駅
周
辺
の
治
安
に
関
す
る
項
目
で
す
。「
大

変
良
く
な
っ
た
」「
良
く
な
っ
た
」
が
前
回

よ
り
23
・
１
ポ
イ
ン
ト

増
加
し
、「
悪
く
な
っ
た
」「
大

変
悪
く
な
っ
た
」
が
18
・
０
ポ
イ

ン
ト

減
少
（
表
２

参
照
）。
平
成
26
年
の
「
客
引
き
行
為
等
防

止
条
例
」
の
施
行
に
よ
る
、
駅
前
の
ス
カ
ウ

ト
・
客
引
き
行
為
の
減
少
が
大
き
な
要
因
と

し
て
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

定
住
意
向
に
つ
い
て
の
質
問
で
は
、「
ず
っ

と
住
み
続
け
た
い
」「
で
き
れ
ば
住
み
続
け

た
い
」
と
回
答
し
た
方
が
77
・
３
％
（
表
３

参
照
）
に
達
し
、
前
回
か
ら
５
・
２
ポ
イ

ン
ト

増
加

し
ま
し
た
。「
家
が
あ
る
」
以
外
の
主
な
理

由
は
「
愛
着
が
あ
る
」「
自
然
環
境
が
良
い
」

な
ど
で
し
た
。
一
方
、「
転
出
し
た
い
」「
で

き
れ
ば
転
出
し
た
い
」
と
答
え
た
方
は
７
・

５
％
。
主
な
理
由
は
「
交
通
の
便
が
悪
い
」

「
買
い
物
に
不
便
」
で
す
が
、
前
回
の
調
査

か
ら
１
・
４
ポ
イ
ン
ト

減
少
し
ま
し
た
。

便
利
で
生
活
し
や
す
い
ま
ち
に

　
「
将
来
ど
ん
な
ま
ち
に
な
っ
て
ほ
し
い
か
」

と
い
う
質
問
に
対
し
て
は
「
居
住
環
境
・
生

活
環
境
の
整
備
さ
れ
た
ま
ち
」「
交
通
の
利

便
性
の
高
い
ま
ち
」
な
ど
の
回
答
が
多
数
を

占
め
、
暮
ら
し
や
す
さ
に
重
点
を
置
い
た
ま

ち
づ
く
り
を
望
む
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
（
表
４
参
照
）。

　

調
査
結
果
は
担
当
部
署
が
分
析
し
、
施
策

展
開
の
資
料
と
し
て
活
用
し
ま
す
。
今
後
も

市
民
の
皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
、

誰
も
が
住
み
た
い
、
住
み
続
け
た
い
と
感
じ

ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
広
報
戦
略
課
☎
２２５‒

２
０
４
３

市
民
満
足
度
・
意
識
調
査
の
結
果
ま
と
ま
る

トピック 市民ニーズ

皆
さ
ん
の
声
を
ま
ち
づ
く
り
に

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
的
確
に
把
握
し
今
後
の
市
政
に
生
か
す
た
め
、
市
で
は
二
つ
の
調
査
を
定
期
的
に
実
施

し
て
い
ま
す
。
施
策
の
達
成
度
を
検
証
す
る
市
民
満
足
度
調
査
と
、
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
考
え
方
を
把
握
す
る
市

民
意
識
調
査
の
結
果
を
紹
介
し
ま
す
。

　「使いやすさ」と「見やすさ」を向上させるため、市のホームペー
ジをリニューアルしました。

～さらに使いやすく～
◆�トップページをシンプルなメ
ニュー構成に。検索のしやすさ
に配慮しながら、デザインを一新
しました。
◆�文字拡大、外国語翻訳、音声読
み上げ機能など、利用者をサポー
トする機能を充実させました。

市民満足度調査

市民意識調査

（表1）調査結果から見た優先的に取り組むべき項目

（表2）駅前の治安 （表3）定住意向

ずっと
住み続けたい
42.8％

ずっと
住み続けたい
42.8％

どちらとも
いえない
 14.5％

どちらとも
いえない
 14.5％

できれば
住み続けたい
34.5％

できれば
住み続けたい
34.5％

できれば
市外に
転出
したい
6.7％

できれば
市外に
転出
したい
6.7％

すぐにでも市外に
転出したい
0.8％

すぐにでも市外に
転出したい
0.8％

無回答 0.8％無回答 0.8％

市ホームページをリニューアル
欲しい情報がより探しやすく

調査結果の詳細はこちら
　「市民満足度調査報告書」と
「市民意識調査報告書」は、市役
所1階市政情報コーナーや中央
図書館、各公民館などでご覧に
なれるほか、市ホームページで
も公開しています。
　意識調査報告書は、市政情報
コーナーで販売（1部450円）も
しています。

2月1日

（表4）望む将来の都市像

居住環境・生活環境の
整備されたまち
居住環境・生活環境の
整備されたまち

保健福祉・子育て環境
が充実したまち
保健福祉・子育て環境
が充実したまち

交通の利便性の高いまち交通の利便性の高いまち

都市と自然が共存して
いるまち
都市と自然が共存して
いるまち
防犯・防災対策が
充実したまち
防犯・防災対策が
充実したまち

0 5 10 15 20 25 30 35 40

39.6

36.5

36.4

33.0

32.1

（％）

～さらに見やすく～
◆�パソコン版や携帯電話版に加え、スマー
トフォンにも対応しました。

◆�公開する情報を見直し、内容を整理した
ほか、ボタンの押しやすさなどにも配慮
しました。

⃝問情報政策課☎225-2459

良くなった
と思う
48.9％

良くなった
と思う
48.9％

悪くなった
と思う
4.5％

悪くなった
と思う
4.5％

大変悪くなった
と思う 1.8％
大変悪くなった
と思う 1.8％

変わらない
32％
変わらない
32％

大変良くなった
と思う
6.5％

大変良くなった
と思う
6.5％

6.3％6.3％

無
回
答 

無
回
答 
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「
こ
の
漢
字
は
何
と
読
み
ま
す
か
」「
ど
ち

ら
の
数
字
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
か
」。
あ
つ

ぎ
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
の
一
室
で
、漢
字
の
書
き

取
り
や
分
数
、
図
形
、
英
語
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
授
業
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
教
材
に

真
剣
な
ま
な
ざ
し
を
注
ぐ
の
は
「
あ
つ
ぎ
え

ん
ぴ
つ
の
会
」
の
皆
さ
ん
。
戦
争
や
病
気
、家

庭
環
境
な
ど
の
事
情
で
小
中
学
校
の
勉
強
が

で
き
な
か
っ
た
方
に
学
び
直
し
の
場
を
提
供

し
よ
う
と
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
月
２

回
運
営
す
る
自
主
夜
間
中
学
で
す
。

 

学
べ
な
か
っ
た
悔
し
さ

　

一
人
目
の
生
徒
と
な
っ
た
の
は
、
渡わ

た
べ部

フ

サ
子
さ
ん
（
82
・
森
の
里
）
で
す
。
渡
部
さ

ん
は
富
山
県
で
暮
ら
し
て
い
た
小
学
６
年
生

の
８
月
、
太
平
洋
戦
争
で
大
き
な
空
襲
に
遭

い
、
家
と
学
校
を
失
い
ま
し
た
。
そ
の
後
す

ぐ
に
父
親
も
亡
く
し
、
小
学
校
を
卒
業
で
き

な
い
ま
ま
、
生
活
の
た
め
に
働
く
毎
日
と
な

り
ま
し
た
。

　

結
婚
し
、
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
に
多
忙

な
毎
日
を
送
り
な
が
ら
も
、
勉
強
し
た
い
と

い
う
気
持
ち
を
捨
て
切
れ
な
か
っ
た
渡
部
さ

ん
。「
子
ど
も
の
テ
ス
ト
を
見
て
も
、教
え
て

あ
げ
ら
れ
な
い
の
が
つ
ら
か
っ
た
。
ち
ゃ
ん

と
基
礎
か
ら
学
び
直
し
た
か
っ
た
」
と
当
時

の
悔
し
さ
を
振
り
返
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
都

内
な
ど
い
く
つ
も
の
夜
間
中
学
を
見
学
し
て

き
ま
し
た
が
、
入
学
条
件
や
距
離
が
壁
と
な

り
、
通
学
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

転
機
が
訪
れ
た
の
は
、
平
成
25
年
11
月
。

渡
部
さ
ん
の
熱
意
を
知
っ
た
横
浜
の
自
主
夜

間
中
学
の
ス
タ
ッ
フ
が
厚
木
ま
で
通
っ
て
く

れ
る
こ
と
に
な
り
、「
あ
つ
ぎ
え
ん
ぴ
つ
の

会
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

漢
字
の
書
き
取
り
や
計
算
か
ら
始
ま
り
、

現
在
は
ロ
ー
マ
字
の
読
み
書
き
に
励
む
渡
部

さ
ん
。「
心
の
隙
間
が
満
た
さ
れ
て
い
く
よ

う
」
と
念
願
の
「
学
び
舎や

」
を
得
た
喜
び
を

表
現
し
ま
す
。

　

昨
年
10
月
、
知
名
度
を
上
げ
よ
う
と
、
会

で
夜
間
中
学
を
題
材
に
し
た
映
画
上
映
会
を

開
催
し
た
と
こ
ろ
、
生
徒
は
一
気
に
７
人
に

増
員
し
ま
し
た
。「
手
紙
を
書
き
た
い
の
に
漢

字
が
分
か
ら
な
い
」「
孫
に
聞
か
れ
た
算
数
の

問
題
が
解
け
な
か
っ
た
」「
ロ
ー
マ
字
表
記
の

駅
名
を
読
め
る
よ
う
に
な
り
た
い
」
な
ど
、

心
を
同
じ
く
す
る
仲
間
が
市
内
外
か
ら
集
ま

り
、
共
に
学
ぶ
喜
び
を
味
わ
っ
て
い
ま
す
。

 

教
え
る
醍だ

い
醐ご

味み

も

　

現
在
、
会
の
代
表
を
務
め
る
岩
井
富
喜
子

さ
ん
（
65
・
下
古
沢
）
は
、
市
内
の
小
学
校

で
38
年
間
特
別
支
援
学
級
を
担
当
し
て
き
た

元
教
員
で
す
。
26
年
２
月
か
ら
会
の
運
営
に

携
わ
り
、
渡
部
さ
ん
た
ち
の
学
習
を
支
え
て

い
ま
す
。

　
「
授
業
は
ほ
と
ん
ど
休
ま
ず
、家
で
の
自
習

に
も
一
生
懸
命
。
分
か
ら
な
く
て
も
生
活
は

し
て
い
け
る
の
に
、
感
心
す
る
ば
か
り
」
と

話
す
岩
井
さ
ん
。
授
業
で
は
、
参
考
書
を
使

う
人
も
い
れ
ば
、
新
聞
を
書
き
写
す
人
も
い

る
な
ど
、
一
人
一
人
に
合
っ
た
方
法
で
勉
強

が
で
き
る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。「
ど
う
教

え
れ
ば
分
か
っ
て
も
ら
え
る
か
、
教
師
の
初

心
に
返
る
こ
と
が
で
き
て
常
に
新
鮮
」
と
教

え
る
醍
醐
味
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ス
タ
ッ
フ
に
は
大
学
生
も
加
わ
り
、
勉
強

を
教
え
る
一
方
で
生
徒
か
ら
社
会
や
人
生
に

つ
い
て
豊
富
な
経
験
を
聞
く
な
ど
、
共
に
学

び
合
う
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

学
び
の
広
い
受
け
皿
に

　

公
立
の
夜
間
中
学
は
県
内
に
２
校
と
少
な

く
、
渡
部
さ
ん
の
よ
う
に
長
い
間
学
び
の
場

を
求
め
て
い
る
方
が
い
る
の
も
現
状
で
す
。

「
行
く
末
は
会
の
体
制
を
充
実
さ
せ
、学
び
た

い
け
ど
学
べ
な
か
っ
た
人
た
ち
の
広
い
受
け

皿
に
で
き
た
ら
」と
岩
井
さ
ん
は
願
い
ま
す
。

　
「
い
つ
か
高
校
卒
業
の
資
格
を
取
り
た
い

け
ど
、
体
力
的
に
ど
う
か
し
ら
」
と
話
す
渡

部
さ
ん
に
「
人
生
、生
き
て
い
る
限
り
勉
強
。

健
康
第
一
に
、一
緒
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
」

と
ほ
ほ
笑
む
岩
井
さ
ん
。
会
に
は
、
学
び
を

通
し
て
生
き
生
き
と
輝
く
、
た
く
さ
ん
の
笑

顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　

県
内
で
唯
一
、
全
日
制
に
加
え
定
時
制
、

通
信
制
の
３
課
程
を
兼
ね
備
え
る
「
フ
レ
キ

シ
ブ
ル
ス
ク
ー
ル
」
厚
木
清
南
高
校
。
10
歳

代
か
ら
60
歳
代
ま
で
の
生
徒
が
在
籍
し
、
一

人
一
人
が
自
分
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ

せ
た
形
で
学
習
を
進
め
て
い
ま
す
。
通
信
制

や
定
時
制
の
生
徒
た
ち
は
、
日
中
は
仕
事
な

ど
に
打
ち
込
み
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的

の
た
め
に
学
び
を
深
め
て
い
ま
す
。

 

資
格
取
得
の
た
め
に

　

通
信
制
課
程
で
学
び
２
年
に
な
る
梶
原
悟

さ
ん
（
41
・
相
模
原
市
）
は
、
６
年
前
か
ら

知
的
障
害
者
施
設
で
事
務
の
仕
事
を
し
て
い

ま
す
。
経
験
を
積
む
う
ち
に
「
よ
り
入
所
者

に
関
わ
れ
る
仕
事
が
し
た
い
」
と
思
う
よ
う

に
な
っ
た
梶
原
さ
ん
。
福
祉
の
資
格
取
得
の

た
め
の
基
礎
学
力
を
身
に
付
け
よ
う
と
清
南

高
校
へ
の
入
学
を
決
意
し
、
自
学
自
習
が
基

本
と
な
る
通
信
制
を
選
び
ま
し
た
。

　

中
学
校
を
卒
業
し
た
梶
原
さ
ん
は
当
時
、

厚
木
清
南
高
校
の
前
身
で
あ
る
厚
木
南
高
校

の
通
信
制
課
程
に
進
学
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

ア
ル
バ
イ
ト
が
忙
し
く
な
り
２
年
で
中
退
。

そ
の
後
は
社
会
人
と
し
て
働
き
な
が
ら
も
、

卒
業
に
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
心
の
隅
に
わ

だ
か
ま
り
と
し
て
残
っ
て
い
ま
し
た
。

 

自
分
ら
し
く
勉
強
を

　

40
歳
を
目
前
に
し
て
の
再
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
、職
場
の
仲
間
た
ち
は
温
か
く
受
け
入
れ
、

背
中
を
押
し
て
く
れ
ま
し
た
。
梶
原
さ
ん
は

計
画
的
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
み
、
仕
事
と

勉
強
を
両
立
。
地
道
な
努
力
が
実
を
結
び
、

３
月
に
は
晴
れ
て
卒
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
「
同
じ
年
齢
の
方
と
比
べ
る
と
だ
い
ぶ
遅

れ
て
し
ま
っ
た
が
、
幅
広
い
世
代
の
知
り
合

い
が
で
き
た
り
年
下
の
先
生
の
授
業
を
受
け

た
り
、
貴
重
な
経
験
が
で
き
た
。
自
分
ら
し

く
や
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
」
と

在
学
生
活
を
笑
顔
で
振
り
返
る
梶
原
さ
ん
。

　テレビやインターネットで授業を受け
る通信制大学の入学生を募集します。心
理学・福祉・経済・歴史・文学など、幅広
い分野を学べます。出願期間は第１回が
２月29日、第２回が３月20日まで。資料請求は無料です。

問放送大学神奈川学習センター☎045−710−1910

■あつぎ協働大学　市内にキャンパスを置く五つの
大学と市が連携して講座を運営。各大学や企業によ
る特色を生かした個性ある講義が人気です。
■輝き厚木塾　音楽、ダンス、語学など、多様な分野
で市民の皆さんが講師となり開催する講座です。前
期と後期に分けて実施しています。
　いずれも３月15日発行の広報あつぎ特別号で平成
28年度の開催予定をお知らせします。

問文化生涯学習課☎225−2512

放送大学４月生を募集

市の生涯学習事業を支援「学びたい」みんなの

会の方針や今後の展開も皆で話し合って決めている

仲間と共に学びを楽しむ渡部さん（右）。学習の時間は和やかに進む

会の代表を務める岩井さん

職場で同僚と談笑する梶原さん

さ
ら
に
「
卒
業
後
は
、
よ
り
専
門
的
な
知
識

を
身
に
付
け
た
い
の
で
、
通
信
制
の
大
学
に

入
学
す
る
」
と
、
既
に
次
の
目
標
を
見
据
え

て
い
ま
し
た
。

 

や
り
遂
げ
る
も
の
が
欲
し
い

　

定
時
制
課
程
に
通
う
神か
み
お
ま
ち

尾
町
力
也
さ
ん

（
18
・
秦
野
市
）
も
、
３
月
に
卒
業
を
予
定
し

て
い
る
生
徒
の
一
人
で
す
。
神
尾
町
さ
ん
は

中
学
２
年
の
時
、
打
ち
込
ん
で
い
た
野
球
で

け
が
を
負
っ
て
し
ま
っ
た
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
、

学
校
を
休
み
が
ち
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で

も
、
高
校
野
球
へ
の
思
い
を
諦
め
切
れ
ず
、

こ
の
学
校
に
入
学
し
ま
し
た
。

　

日
中
は
住
宅
な
ど
の
基
礎
工
事
を
請
け
負

う
職
人
と
し
て
働
き
、
夕
方
か
ら
は
授
業
を

受
け
る
日
々
。
体
力
的
に
つ
ら
い
時
も
あ
り

ま
し
た
が
、
大
好
き
な
野
球
へ
の
思
い
と
、

何
か
を
や
り
遂
げ
た
い
と
い
う
信
念
が
神
尾

町
さ
ん
を
支
え
ま
し
た
。
仲
間
に
声
を
掛
け

て
定
時
制
課
程
に
は
無
か
っ
た
野
球
部
を
つ

く
り
、
授
業
が
終
わ
る
21
時
か
ら
の
練
習
に

励
み
ま
し
た
。
授
業
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
理
論

な
ど
、
清
南
高
校
特
有
の
科
目
を
選
び
、
好

き
な
こ
と
を
学
ぶ
楽
し
さ
を
知
り
ま
し
た
。

　
「
今
ま
で
い
ろ
ん
な
こ
と
が
中
途
半
端
に

終
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
分
う
れ
し
い
。
協

力
し
て
く
れ
た
職
場
や
家
族
に
も
感
謝
し
て

い
る
」
と
卒
業
を
目
前
に
充
実
し
た
表
情
を

浮
か
べ
ま
す
。

　

生
徒
た
ち
の
学
習
へ
の
自
発
的
な
取
り
組

み
と
、
一
人
一
人
の
個
性
が
輝
く
厚
木
清
南

高
校
。
こ
こ
は
、
昼
も
夜
も
生
徒
た
ち
の
に

ぎ
や
か
な
声
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。

問
厚
木
清
南
高
校
☎
228-

２
０
１
５

あ
つ
ぎ
え
ん
ぴ
つ
の
会

知
る
喜
び

　
「
知
り
た
い
、
分
か
り
た
い
、
学
び
た
い
―
」。
学
び
は
、
人
生

を
よ
り
豊
か
に
し
、日
常
に
彩
り
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
今
回
の

特
集
で
は
、
年
を
重
ね
て
も
、
社
会
に
出
て
い
て
も
、
学
ぶ
こ
と

を
追
い
求
め
る
人
、
そ
の
熱
意
を
支
え
る
人
を
紹
介
し
ま
す
。

学
ぶ
幸
せ
、県

立
厚
木
清
南
高
等
学
校

「
あ
つ
ぎ
え
ん
ぴ
つ
の
会
」
で
は
、

一
緒
に
学
び
直
し
た
い
方
や
、
ス

タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

問
岩
井
代
表

☎
０
９
０-

２
２
３
８-

０
８
３
７

CATV 2/16〜放送
あつぎ 元気Wave

夜のグラウンドでキャッチボールをする神尾町さん
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みみ んん ななの で
つくる
声声

ままちち

布している申込書（市ホームペー
ジからもダウンロード可）に必要
事項を書き、直接、郵送またはＥ
メールで2月10日（必着）までに
〒243-8511職員課☎225-2070・e-mail
=0500@city.atsugi.kanagawa.jpへ。
	
小学校給食配膳員登録者を募集

　《勤務場所》市内６校（玉川・相
川・戸室・愛甲・森の里・戸田）
《賃金》912円《勤務時間》10時～
15時までの間の４時間《採用時期》
欠員が生じた都度。申市販の履歴
書に必要事項を書き、直接または
郵送で〒243-0034船子602-7南部
学校給食センター☎225-2652へ。
	
青少年教育相談センター
運営協議会委員を募集

　青少年教育相談センターの運営に
ついて審議する委員を募集します。
　《対象》①市内在住で応募日現
在満18歳以上②平日昼間の会議

（年2回程度）に出席できる③他の
付属機関の委員でない④市の議
員・職員でない―の全てを満たす
方2人《任期》6月1日から2年間《報
酬》1回7800円（交通費含む）。申
公民館などにある申込書（市ホー
ムページからダウンロード可）に
必要事項と応募動機（400字程度）
を書き、直接または郵送、ファク
スで2月19日（必着）までに〒243
‐8511青少年教育相談センター☎
225-2520・薨223-9525へ。後日面
接あり。 公募352020
	
市史編さん委員を募集

　市史編さん事業について審議す
る委員を募集します。
　《対象》①市内在住在勤在学の18
歳以上②平日昼間の会議に出席で
きる（年1回程度）③他の付属機関
の委員でない④市の職員や議員で
ない⑤市史編さん委員に任命され
たことがない―の全てを満たす方
2人《任期》6月1日から3年間《報酬》
１回7800円（交通費含む）。申文化財
保護課にある申込書（市ホームペー
ジからダウンロード可）に必要事
項と応募動機（400字程度）を書き、
直接または郵送、ファクス、Eメー
ルで2月24日（必着）までに〒243-

8511文化財保護課☎225-2060・薨
223-0086・e‐mail=8650＠city.
atsugi.kanagawa. jpへ。選考あり。
	
経済センサス－活動調査の
統計調査員を募集

　市内の事業所や企業の経済状況
を調べる調査員を募集します。
　《期間》5月上旬～6月下旬（実
働15日程度）《内容》調査票の配布・
回収、内容検査など《対象》①責
任をもって調査ができる②秘密を
厳守できる③税務・警察・選挙の
業務に直接関係がない―の全てを
満たす20歳以上の方60人程度《報
酬》約5万円（調査数による）。申
3月4日までに直接、行政経営課☎
225-2180へ。
	
子育て支援センター保育士
（臨時職員）を募集
　《内容》子育て支援センター（子
育てサロンの運営、育児相談、訪
問業務など）《対象》保育士資格
を有する方若干名《勤務場所》子
育て支援センター《雇用期間》4
月～9月（更新あり）《勤務日・時
間・給与》①週５日（土・日曜含む）
8時30分～17時15分。月額16万9300
円。②週３日（土・日曜含む）9時
30分～16時30分。時給1010円（土・
日曜は1364円）。申市販の履歴書
に写真を貼り、2月12日までに直
接、子育て支援センター☎225-
2922へ。2月17日に面接を予定。
	
発掘調査に伴う現地説明会

　三田小学校東側で実施している
発掘調査で、縄文時代の竪穴住居
跡などが複数確認されたため現地
説明会を開きます。
　《日時》2月13日①10時～②13時
30分～（雨天の場合は14日に順延）
《場所》三田小学校東側（三田
469）。駐車場はありませんので、
公共交通機関をご利用ください。
申当日直接会場へ。問文化財保護
課☎225-2509。
	
中国揚州鑑真国際ハーフマラ
ソン大会訪中団参加者募集

　鑑真マラソン大会への参加・応
援者を募集します。揚州市内の痩

そう

西
せい

湖
こ

や大
だい

明
めい

寺
じ

なども見学します。
　《期間》4月22日～25日《対象》
18歳以上の方10人《訪問先》揚州
市、上海市《費用》14万5000円程度。
申2月19日までに電話で友好都市
調査団・徳間☎222-7733へ。先着順。
	
第37回市民スキー選手権	
大会参加者募集

　3月26日。鹿沢スノーエリアス
キー場（群馬県）。市内在住在勤
在学の小学生以上の方と市スキー
協会登録者。大回転（個人、クラ
ブ対抗）。2500円。申参加費を口
座（ゆうちょ銀行10260-16009541
厚木市スキー協会）に振り込み、申
込書（市スキー協会ホームページ
からダウンロード可）に振込用紙の
控えを添えて、3月9日までにファ
クスまたはEメールで市スキー協
会薨045-904-8390・e-mail=compe@
ml.ski-atsugi.comへ。問同協会・
三浦☎090-3450-7996。
	
本厚木駅連絡所の臨時休業

　2月16日は、電気設備点検のため、
証明書の発行業務、連絡所業務と
連絡所内の観光案内所を休業しま
す。お急ぎの方は、市役所市民課
や地区市民センター、愛甲石田駅
連絡所などをご利用ください。問
市民課☎225-2110。
	
２月は神奈川県中小企業・
小規模企業活性化推進月間

　創業・技術・経営・人材育成に関す
る講習会などを実施します。問県
中小企業支援課☎045-210-5558。
	
アイドリングストップにご協力を

　冬は、自動車交通量の増加などに
より、排出される窒素酸化物の濃度
が高い季節です。排出量削減に向け
て、アイドリングストップにご協力

ください。問生活環境課☎225-2752。
	
不登校相談会

　2月6日、13時～16時30分。県藤沢
合同庁舎（藤沢市）。不登校で悩む
児童・生徒や保護者対象の相談会。
無料。申当日直接会場へ。問県子
ども教育支援課☎045-210-8292。
	
国民年金保険料は口座振替に

　国民年金保険料の納付は、納め
忘れがない口座振替が便利です。
現金納付より割引額が大きい「早
割制度」「6カ月・1年・2年前納」
もあります。申納付書または年金
手帳、通帳、金融機関届出印を持
ち、直接金融機関または厚木年金
事務所へ。4月分以降の前納は、2月
末日までにお申し込みください。
問厚木年金事務所☎223-7171。

《パブリックコメント》
■耐震改修促進計画一部改定
　《閲覧期間》2月1日～3月2日《閲
覧場所》建築指導課窓口、市政情
報コーナー、あつぎ市民交流プラ
ザ、公民館、本厚木・愛甲石田駅
連絡所、総合福祉センター、中央
図書館、市ホームページ《応募資
格》市内在住在勤在学の方または
市内で活動する個人・法人・団体
《応募方法》閲覧場所にある用紙
を備え付けの「わたしの提案」箱に
投函するか、直接または郵送、ファ
クス、Ｅメールで〒243-8511建築
指導課☎225-2431・薨223-0166・
email=5700@city.atsugi.kanagawa.
jpへ。

広報番組 ガ イ ド

放送時間（15分）　　　①12時～②19時30分～③22時45分～

番組はホームページ動画配信 CATV放送開始後に配信あつぎ元気Wave 検 索

※�内容や時間を変更す
る場合があります。

あゆチャンネル（11ch）

あつぎ 元気Wave

ケーブルテレビ ◆資源は捨てずにリサイクル2月1日～15日
プラスチックやせん定枝など、リサイクルの流れを紹介

2月 の

飯山の春を盛り上げよう

問農業政策課☎225-2800問観光振興課☎225-2820

自分だけの農園を持ってみませんか

　《場所・面積》①荻野（上荻野）
20㎡ 20区画、30㎡ 2区画②中荻野

（中荻野）30㎡ 1区画、60㎡ 1区画
③小鮎（飯山）20㎡ 2区画④三田

（三田）20㎡ 3区画、30㎡ 3区画⑤
飯山（飯山）20㎡ 1区画《利用期
間》4月1日～平成30年2月28日《対
象》市内在住在勤在学の方（1世
帯1区画まで）《管理料》1カ月当
たり20㎡ 400円、30㎡ 550円、60
㎡ 1100円

申農業政策課にある申込書またはハガキに〒住所、氏名、電
話番号、希望農園名・面積を書き、2月29日（必着）までに
〒243-8511農業政策課へ。抽選。

　満開の桜の下で、自慢のダンス
を披露しませんか。

申電話またはハガキ、ファクス、Eメールに部門、チーム名、人数、代表者（引
率者）の氏名・年齢・〒住所・電話番号・Eメールアドレス、ダンスの内容を書き、
2月19日（必着）までに〒243-8511観光振興課☎225-2820･薨223-0174･e-mail＝
3850@city.atsugi.kanagawa.jpへ。抽選。 申152669

　《日時》3月27日①ジュニア（中学
生以下）の部・11時～②一般の部・
14時30分～《会場》飯山白山森林公園（飯山5600）《対象》各部2～30人程度の
グループ20組（小学生以下の参加には引率者が必要）《内容》ヒップホップ、チ
アダンス、フラダンス、よさこいなど。各部門上位チームには景品を進呈《演
技時間》1組5分以内《参加費》1000円

元気いっぱいのダンスが会場を沸かせる

参加者
募集

ダンスコンテスト
第52回あつぎ飯山桜まつり

あつぎ健康相談ダイヤル２４
さわやか1番 よいこころ

愛情込めて育てた野菜を収穫

市民農園利用者募集
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市役所への郵便物は「〒243-8511厚木市役所◯◯課」で届きます。申＝申し込み　問＝問い合わせ　☎＝電話番号　 ＝ファクス番号　 申＝ウェブでの申し込み可

	
あつぎ青春劇場

　①2月6日、15時～16時。唄う！
青春劇場カラオケ大会（ゲスト・
井上まり子）②2月27日、11時～
12時30分。あつぎ青春劇場落語会

（出演・落語=立
たて

川
かわ

志
し

奄
えん

、津軽三
味線=三浦晃）。
　いずれも会場はアミューあつぎ
9階。定員100人。500円。申当日
直接会場へ。問商業にぎわい課☎
225-2840。先着順。①のみ G 1
	
植物スライド映写会

　2月13日、13時30分～15時。あつ
ぎ市民交流プラザ。厚木周辺の植
物や花などの写真紹介と解説。定
員100人。無料。申当日直接会場へ。
問郷土資料館☎225-2515。先着順。
152626 G 1
	
大山道・戸田の渡しから伊
勢原を訪ねて

　2月27日、9時30分～13時（雨天中
止）。中戸田バス停集合。中戸田バ
ス停～戸田の渡し～上落合～下

しも

糟
かす

谷
や

～伊勢原駅までの約5㌔を歩く。

定員60人。500円（資料代、保険料）。
飲み物をお持ちください。申2月1
日から東丹沢七沢観光案内所☎
248-1102へ。先着順。 152628
	
バウンドテニス選手権大会

　2月28日、10時～（受け付けは9時
～）。荻野運動公園（中荻野1500）。
男子、女子、フリー、シニアの各
シングル・ダブルス戦。市内在住
在勤在学の方。1種目1000円（体験
コースあり）。申任意の用紙に〒住
所、氏名、電話番号、参加種目を
書き、2月15日（必着）までに郵送ま
たはファクスで〒243-0023戸田
1449-11市バウンドテニス協会・
川井☎・薨228-7360へ。
	
ひとり親家庭対象・工場見
学といちご狩りバスツアー

　3月5日、8時30分～。本厚木駅南
口集合。ヤクルト裾野工場（静岡
県）。18歳未満の子どもを持つひ
とり親家庭の方45人。1500円（4
歳～未就学児800円。3歳以下無
料）。申参加者全員の〒住所、氏名、
年齢、連絡先を2月20日までに電

話またはファクスで市母子福祉連
絡協議会・伊藤☎・薨222-7485・
☎090-3696-1566へ。抽選。
	
あつぎまるごと満喫	
モニターツアー

　3月5日、8時15分～17時30分。本
厚木駅南口集合。イチゴ狩りと飯
山温泉「ふるさとの宿」で食事・
入浴・鑑賞イベントなど。定員30
人。3000円（小学生以下1500円）。
申2月18日までに電話で東丹沢七
沢観光案内所☎248-1102へ。抽選。
	
応急手当普及員再講習会

　2月20日、9時～12時。睦合分署（三
田1475-1）。応急手当普及員の有効
期限更新と技能の維持・向上のため
の講習会。市内在住在勤在学で有
効期限3年以内の応急手当普及員
30人。無料。申2月9日までに救急救
命課☎223-9365へ。抽選。 141759
	
市史歴史講演会

　2月21日、14時30分～16時30分。
あつぎ市民交流プラザ。「揺れる
大地、怒る富士―元禄大地震と宝
永富士山噴火」をテーマに東海大
学教育研究所教授が講演。定員
100人。無料。申当日直接会場へ。
問文化財保護課☎225-2060。先着
順。 152588
	
斎場施設見学会

　2月15日、 ①10時30分 ～ ②13時
30分～。斎場（下古沢548）。施設
の見学と葬儀の説明。定員各回30
人。無料。申2月1日から市斎場☎
281-8595へ。先着順。G 1
	
厚木産の鉢花を使った	
フラワーアレンジ教室

　3月16日、13時～15時。あつぎ
市民交流プラザ。定員40人。1500
円。申往復ハガキに教室名、〒住
所、氏名（ふりがな）、電話番号
を書き、2月25日（必着）までに
〒243-8511農業政策課☎225-2801
へ。抽選。 申152639
	
子育てアドバイザー講習会

　3月14・16日（全2回）、10時15分～
17時。あつぎ市民交流プラザ。市内

在住で、地域の子育て支援にボラン
ティアとして関わりたい方20人。
無料。託児あり（1歳以上10人。2月
29日までに電話で予約。先着順）。
保育所実習（半日）が必要。全課程
修了者に認定証を交付。申3月4日
までに子育て支援センター☎225-
2922へ。抽選。 申152627
	
育児講座「２人目、３人目…妊
娠中からのわくわく子育て」

　3月5日、10時～11時30分。あつ
ぎ市民交流プラザ。臨床心理士に
よる講義。市内在住で2人目以降
の子どもを妊娠中の方40人。無料。
託児あり（先着20人。要予約）。申
2月1日から健康づくり課☎225-
2597へ。先着順。 152633
	
キッズ★コーディネーショ
ントレーニング

　3月20日、①9時～10時②11時〜
12時。南毛利スポーツセンター（温
水西1-27-1）。運動神経を高める
体験運動教室。市内在住の未就学
児 ①3～4歳20人 ②5～6歳30人。
500円。申ハガキ、ファクスまた
はＥメールに講座名、〒住所、保
護者・参加者氏名（ふりがな）、
年齢、電話番号を書き、2月15日（必
着）までに〒243-0039温水西1-27-1
市 体 育 協 会 ☎247-7212・薨248-
7151・e-mail=info@atsugi-taikyo.
or.jpへ。抽選。
	
ラテアート教室

　3月12日、13時～15時。バー「サ
ンフェイス」（中町1-8-4）。コー
ヒーにミルクで絵を描く。市内在
住在勤在学の方10人。3200円。申
電話またはファクスに〒住所、氏
名、年齢、電話番号を書き、2月
15日までに勤労者福祉サービスセ
ンター☎206-4151・薨206-4611へ。
抽選。
	
市職員を募集

　《職種》特定任期付職員（弁護士）
《採用人数》１人《受験資格》弁護
士の資格を有し、2年程度以上の
弁護士実務経験がある方《任用期
間》４月１日～平成30年3月31日。
申市役所本庁舎案内と職員課で配

タウンガイド

印の番号で、ウェブ上から詳しい情
報をご覧になれます。「 申」と記され
たものは、申し込みもできます。

www.mytownclub.com
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マイタウンクラブ

ＧポイントG
G印は、あゆコロちゃんG

げ

EN
ん

K
き

Iポイント
「Ｇポイント」の対象事業です。数字
分のポイントが付与されます。

厚木シティプラザ

問観光振興課☎225-2464

《期間》2月1日～3月16日
《参加方法》
　各市町村の観光案内所
などにある台紙にスタ
ンプを押し、全て集まっ
たら各観光案内所へ。
《参加特典》
　ご当地キャラクター
オリジナルグッズ（先着1000人）、食事券や特産品な
ど（抽選170人）。

《開所日時》月～金曜　10時～17時
　　　　　　※土曜も月１回開所
《場所》あつぎ市民交流プラザ
《対象》15～39歳の方とその家族
申電話で県央地域若者サポートス
テーション☎297-3067へ。要予約。

　厚木市・秦野市・伊勢原市・愛川町・清川村の観光
ポイントを巡るスタンプラリーです。

　面接対策や面談など、一人一人に
合った就職活動を支援します。

観光スポットを巡って特産品をゲット

ぐるっと丹沢・大山×宮ケ瀬
スタンプラリー

ぐるっと丹沢・大山×宮ケ瀬
スタンプラリー

問郷土資料館☎225-2515

　市の指定文化財である古民家岸邸（上荻野792-
2）に、ことしも豪華絢

けん

爛
らん

なひな人形が並びます。歴
史ある古民家で、日本の伝統を楽しみましょう。
� 152618

・�2月20日、3月6・13日
は、抹茶サービスあり。

・�2月20日、10時 ～14時
に「民話のお話会」を
開催。

2月17日～3月13日　10時～15時期間

入館料 無料

月・火曜休館日

心に残る特別なひな祭りを楽しもう

古民家岸邸の雛まつり

古民家に並ぶひな人形

県央地域
若者サポートステーション

無料

無料



この「広報あつぎ」は、再生紙を使用しています。不用になりましたら、資源回収にお出しください。

日　時　3月13日　9時～13時30分
　　　　（雨天中止）
場　所　厚木中央公園
対　象　�市内在住の方130店舗�

（高校生以下は不可）
出店料　500円
申往復ハガキに〒住所、参加者全員の
氏名、日中に連絡がつく電話番号、販
売品目、自動車の有無（車種とナンバー）、返信先を書き、２月15日（消
印有効）までに〒243-8511環境政策課☎225-2749へ。抽選。

厚木市
の

人　口 ※65歳以上、外国人市民は住民基本台帳による

人　口

世帯数

「広報あつぎ」では、自主財源確保のため広告掲載事業を実施しています。広告掲載の申し込みは㈱相鉄エージェンシー☎045-450-1804へ。

（1月1日現在） 9万7509世帯 ―前月比10世帯増―

22万5294人（男11万7059人、女10万8235人） 
―前月比37人減―

●6 5 歳以上＝5万1812人（男2万4212人、女2万7600人）
●外国人市民＝5880人（男2944人、女2936人）

　暖房や照明で電気・ガスなどのエネルギーを消費すると、地球温暖化の原因
となる二酸化炭素が発生します。省エネルギー（以下、省エネ）への取り組み
は光熱費を減らすだけでなく、地球温暖化の防止にもつながります。この冬、
みんなで省エネに取り組みましょう。

日　時　2月28日　14時～16時
場　所　あつぎ市民交流プラザ
対　象　�市内在住在勤在学の

方30人
申電話またはファクスに講座
名、〒住所、氏名、電話番号
を書き２月15日までに環境政
策課☎225-2749・薨223-1668
へ。抽選。

　地球温暖化の仕組みや、家庭でできる対策などを分かりや
すく説明します。

　暖房の消費電力を減らすには、熱を逃さないことや体を温める工夫が
必要です。簡単にできる省エネの例を紹介します。

　家庭で不用になった品物を持ち寄るマーケットを開催します。

問環境政策課☎225-2749

昨年の講座の様子

膝掛けや断熱マットが効果的カーテンを閉めて部屋を保温

多くの来場者でにぎわう会場

■中小企業の「省エネ診断」
　事業所のエネルギー使用状
況や設備を調査して、改善す
べき点を助言するほか、補助
金などの活用できる制度も紹
介します。
　《対象》❶市内に本社また
は支店がある❷事業所の年間
エネルギー使用量がおおむね
50万円以上❸税金の滞納がな
い―の全てを満たす企業

■�エネルギー使用合理化等事
業者支援補助金

　事業所などで設備やシステ
ムの改善・改修を省エネル
ギー化する際の必要経費を補
助します。
　《対象》事業活動を営んで
いる法人・個人事業主

　照明のLED化など省エネ設備の導入が効果的です。市
の「無料省エネ診断事業」や国の「エネルギー使用合理化
等事業者支援補助金」などを活用すれば、省エネに加え経
営改善にもつながります。

LED化したリコー厚木事業所の
体育館の照明

環境市民学習講座

みんなで考えよう！ 地球温暖化
無料 限りある資源を大切にしよう

市民ふれあいマーケット
出店者
募 集

①カーテンや雨戸を閉める
②重ね着などで体を温かく保つ
③湯たんぽや膝掛けなどを使う
④家族が同じ部屋で過ごす
⑤�じゅうたんやホットカーペッ
トの下に断熱マットを敷く

⑥暖房の温度は低めに設定する
⑦風呂は続けて入る

 今日から始められる
 冬の省エネ術

取り組もう冬の省エネ
家庭で 会社で

参加者全員に
　　プレゼントあり

ボイラー室で省エネ効果を確認


